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摘要

河南省の舞陽寶湖遺跡は中国新石器時代前期の重要な遺跡で、1983年から2001年までの間に、７回にわた

って発掘調査が行われた。買湖遺跡から発見された多くの遺構や遺物の中には、漁携活動と関係する遺物が

沢山ある。漁携活動は人間の最も古い生業活動の1つである。寶湖集落周辺の広い面積を持つ湖沼と豊かな水

産資源は、人々が継続して漁携活動に従事するのに良い環境を作り上げたと考えられる。本稿は實湖遺跡の

気候条件、漁携具、漁携対象などを研究することによって、当時、買湖遺跡に暮らしていた人々の漁携とそ

の発展レベルを明らかにする。更に、本研究を通して漁携は当時の社会経済において重要な意義を擁してい

ただけではなく、当時の社会生活と精神生活とも密接な関係を持っていたことを指摘する。

１はじめに

河南省の舞陽寶湖遺跡は中国新石器時代前期の重要な遺跡である。黄推海大平原南西部周辺の堆河上流地

域に位置し，中位と高位段丘面の移行域に立地している。地理座標は東経113゜40'，北緯33.36'で、海抜は67ｍ

で、面積は55,OOOm2あまりで、文化層の厚みは1～2ｍである。1983年から2001年までの問に、河南省文物考

古研究所、中国科技大学科技史与科技考古学系などの機関が7回にもわたって発掘調査を行った。発掘面積は

全部で2700,2．住居趾数10基、窯跡10数基、貯蔵穴数百基、墓数百基が発見された。また土製、石製、骨製

などの各種遺物も1,000点以上出土した。さらに、8000年前の7音階の骨笛、亀甲と原始契刻文字、および最

古の稲作などの重要な発見もあった。更に、１０数年来、多分野にわたる総合的研究が行われ、その研究成果

が公表されると、中国内外で広く関心が集まったことにより、2000年には、「２０世紀の重大な考古学的発見
100選」に挙げられた。

２買湖遺跡の古環境

寳湖遺跡は9000年から7700年前の新石器時代文化の遺跡で、３つの文化期から構成されている。寶湖遺跡

が営まれた時代は、ちょうど完新世の温暖期後期と最温暖期前期に相当する。気候は温暖湿潤で、降雨量も

多かった。遺跡は、河川の氾濫原に立地する。西側には、海抜68.6ｍ、遺跡との比高差1～1.5ｍの低丘陵がひ

ろがる。東側には、遺跡との比高差1～1.4ｍの広い窪地がひろがり、現在は遊水池になっている。現在の買湖

は古昆水の１日何床である。寶湖遺跡東側の完新世の地層中に黒色の河成堆積層があり、西から東へと次第に

厚く堆積している。厚さは、その周辺では0.30～0.50ｍ、遊水池の中心では地層の厚さは3ｍ以上にもなり、

深さは分かっていない（河南省文物考古研究所、1999）。完新世の最温暖期に、費湖遺跡が立地する地域で
は比較的大きい面積の水域が存在していたことを示している。

遺跡中から、シカ類の遣存体と鱗などの狩猟具が大量に出土したことから、周囲には広大な草原が広がっ
ていたと推測される。また、大量の魚骨、淡水生二枚貝類、カメ、スッポン、ヨウスコウワニ、タンチョウ、

ヒシ、ハス、ミズワラピなどの水生の動植物遺存体が遺跡のいたるところから出土したことからも、当時こ

の地域は比較的大きい面積の水域が存在していたことが分かる。稲作に関係する遺物の出土からも、この地

域には比較的に豊富な水資源があり、また気候も温暖であったことを裏付けている。
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遺跡の東側約1kｍの範囲内は、地勢がやや低く、窪地につながる。当時は沼沢景観が広がっていたはずで、

漁携には理想的な環境であったと考えられる。遺跡から1kｍ離れると急に傾斜が増し、さらに1～2ｍ低くな

り、海抜高約65ｍとなる。最も低いところで63.4ｍである。地層断面の観察から、河成堆積層も明らかに厚く

なっており、当時の水深が比較的深かったことを裏付けている。現在の窪地の面積から推計すると、１００ｋｍ２

以上に達する。このことから、漁携活動ができる範囲は、かなり広かったことが分かる。

上記の分析結果から、寳湖遺跡周辺の自然環境は非常に良好で、食料資源と生産道具の原材料の資源も豊

富であったと言える。さらに、温暖湿潤で多雨な気候、大規模な水域の存在は、漁携活動を可能にし、その発

展にも有利に働いたと考えられる。

３買湖遺跡の漁撹

實湖遺跡では漁携関連遺物や水生動物の遣存体が多く出土し、当該遺跡の漁携研究に豊富な資料を提供し

た。これらの資料から、買湖遺跡の人々にとって漁携は、不可欠で重要な位置を占めていたと言うことがで

きる。

（１）漁携具 表１生産道具別の統計表｡河南省文物考古研究所(1999)より

買湖遺跡では大量の
第二類の道具

生産関連遺物が出土し
第一類

の道具農具狩猟具漁梼具蕊三認萱合計鰯ていることから、経済 材質

構造を解明するのに有

益である。表１につい土製５２８６４１９８５．３

て、以下のように説明石製２１７１６１２７３００８２７８７４２３

できる(誰，2007)。骨製藝角製･牙製１２８３１３２５４１１７９７４５２４

①第一類の道具は、合計２１７１６２３１５１６０９０５１００１８５９

錘、台、穿孔具、研磨器比率（船）１１７８．７１６９８６４８７５．４１００

や砥石などの加工具な

どがある。

②第二類の道具は､おもに生産や日常生活に直接用害;,瀞臭の分類と統計表河南省文物考古研究所
いる道具を指す。これは主に農具、狩猟具、漁携具、加

工具や日常生活に関する道具に分けられる。 材質農具狩猟具漁携具合計比率

加工具の数量が最も多いが、さまざまな器種が含ま土製５２８３３５．２

石製れている。磨盤、磨棒などの穀物加工具、石斧、片刃石１６１２７１８８２９５

斧、石鑿、骨鑿などの木工具、紡錘車、針などの紡績．＿骨製･角製･牙製１２８３１３２４１６８５．３

裁縫具のほか、匙形器、削器、骨板などの用途不明の道合計１６２３１５１６０６３７

具もある。これらはすべて日常生活に使用する道具と 比率２５４４９．８２５．１１００

考えられる。骨板類の道具もおそらく紡績具に属する

ものであり、手工業的な加工具に含めて統計を取った。

生産活動の道具は、農具、狩猟具、漁携具の大きく３つに分類した。表2はこれらの道具ごとに統計をと

ったものである。

道具の材質から見ると、骨製品の数量が最も多く士製品の数量が最も少ない。当然、士製品は主に生活用

具として用いられ、石製品は主に加工具として用いられている。鍼や銘などの狩猟具や漁携具は、主に骨製

であることから、骨製品の比率が高い。寶湖遺跡出土の生産道具は、漁携具が25.1％を占め、骨製鈷が主流

である。土製漁携具にはわずかに漁網錘があるが、石製漁携具はない。

a・骨製鈷

骨製鈷とは、投げて突き刺す漁携具の一種である。１２７点出土しており、漁携具の82.5％を占める。寶湖

遺跡での主要な漁携具と見なすことができる。漁携具の形態から推測される漁携対象魚類の体格は比較的大

きいと考えられる。報書に記載されている３４９基の墓の副葬品を見ると、骨製錐は４２点あり、すべての墓

の１２％から出土していることになる。漁携は、日常的な生業であったことが分かる。
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骨銘は第１期では27点出土し、第２期では81点に増加し、第３期では19点と減少した。横断面の形状に

は、隅丸方形（図1-1）、菱形（図1-2）円形（図1-3）、楕円形（図1-4）、Ｕ字形あるいはＶ字形などがあ

る。基部の形状には、円錐を呈すもの（図1-5）あるいは円柱状のもの（図1-6）、－側面が削られた後、磨

かれ凹溝状を呈し、もう一面が円弧あるいは稜線を呈し、そして横断面が半円形や三角形を呈するもの、器

体の－側面が凹溝を呈するもの（図1-7）、基部に細かな刻線が施されているもの（図1-8）、先端が大きい

ものが多く、細長く鋭利である。両翼は線対称で、逆刺が多く施されているＡ型（図1.9～11）、翼がなく

基部に形状が円錐状を呈するＢ型（図1-12～14）は出土数が最も多い2類型である。

これらの銘は、柄の固定方法から３つに分類することができる。１つ目は「挿入式」で、鈷先の基部を銘柄

の端に差し込むものである。２つ目は「紐結式」で、銘先の基部を銘柄に縛って固定するものである。最後の

３つ目は「一体式」で、鈷先と銘柄が一体となっているもので、実際には鈷先の基部が長くなりそのまま柄と

なったものである。「挿入式」と「一体式」の先端両側には逆刺が付いている。おおむね精繊に製作されてい

ることから、これら道具が重視されていたことが分かる。

b・漁網錘

漁網錘は漁網に用いられ

るものであるが、出土数は

28点と少ない。漁携具に占

める割合は17.5％で、第２期

に6点の出土があり、第３期

には22点まで増加する。鼎

足を再利用して製作されて

おり、重さは比較的軽い。計

測した資料のうち、１００９以

下のものが92％を占め､１００

９以上のものは８％を占め

るのみである。このため、網

自体はあまり大きくなく、

中型・小型魚類を捕獲でき

さえすればよかったと推測

できる。第３期の漁網錘の出

土数が増加するのは、寳湖

遺跡の後期になると投網が

漁携方法のひとつとして用

いられていたことを示して

いる。総じて、銘による漁携

方法は主要な方法であり続

け、大型・中型魚類を捕獲対

象としていた。しかし､省力
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図１買湖遺跡から出土する骨製銘。河南省文物考古研究所（1999）より抜粋

化もできる網漁携は第２期以降、徐々に増加する傾向にある。このことから、異なる対象魚類によって異なる

道具を用いていただけでなく、漁携技術も徐々に進化したと考えることができる。

第７次発掘調査において、同時期の墓地が3か所から発見されている。そのうち、２か所の墓地で漁携具が主

要な副葬品を占め、ほかのlか所の墓地では農耕関連道具が主な副葬品であった（来菌ほか，2009）。

出土状況から述べると、漁携具の出土数から得られる漁携の比率はバイアスがかかっている。出土した漁

携具は、数千年の間、残存した一部分にすぎない。大量の竹、木や繊維で編んだ道具は、地中での条件によっ

ては保存がされにくかった可能性がある。実際、買湖遺跡は水生生物の資源が豊富な時期に営まれており、

淡水棲二枚貝、巻貝などの大量の捕獲活動は、こうした道具を用いて行われたと考えられる。カメやスッポ

ンなどの爬虫類の捕獲には、現在でもそれらの生態や習性を熟知して行われるものである。こうした観点も

加味することにより、出土資料からの分析は漁携の全体的な議論になる（張、2007）。
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（２）漁獲対象

寶湖遺跡の周囲は広い範囲で水辺が存在し、当時

の気候が温暖で多雨であったこともあり、水生資源

は非常に豊富であった。買湖遺跡出土の動物遣存体

は、貝類、魚類、爬虫類、鳥類、哺乳類の５類に分

かることができる。遺跡各期の各動物遺存体の出土

数と比率は表３の通りである。

この表から、魚類の出土数が最も多く、遺跡各期

で60％以上を占めていることが分かる。次に多いの

が哺乳類である。そのほかの出土数と比率はどれも

比較的少ない。魚骨とカメ、スッポンの骨が大量に

出土したことは、これらが主要な捕獲対象であった

ことを示している。

表３出土動物遺存体の数量と構成比率『貿湖遺跡7次発掘
出土動物遺存報告』より

1期 2期 3期
種類

数量比率数量比率数量比率

軟体動物

魚類

爬虫類

鳥類

哺乳類

7

4827

６７９

２０６

１２６０

０．１０％

69.16％

9.73％

2.95％

18.05％

８

３８７４

３２３

４６

１９１８

0.13％

62.80％

5.24％

0.75％

31.09％

１

３６９８

３２９

９９

７３７

００２％

76.03％

6.76％

２．０４％

15.15％

合計６９７９100％６１６９100％４８６４100％

a・魚類表４買湖遺跡から出土した文化期毎の咽頭骨(歯)遺存体

『舞陽買湖発掘調査
第１期第２期第３期合計

報告書」（河南省文物考Barbinaeﾊﾞﾙﾌﾞｽ亜科0３３６
古研究所、1999）よるBarbinae,gen・etspin“t・バルブス亜科属種不明0３３６
と､多数の灰坑から大量Leuciscinaeウグイ亜科３８１１２２１１７１

の魚の肋骨､脊椎骨や咽αe"｡pﾉｳaJmgD…ソウギヨ属２７６５１５１０７

ﾙﾙﾘbp畑mzgD"〃アオウオ属頭歯が出土している｡責１１４６６６３
店Nqpb〃た/i)門ｓｏ１０１湖遺跡出土の魚骨は総

計12,398点で、すべてCuIt｢inaeクルター亜科２４６７５５
CuItrinae,gen・etspindet・クルター亜科属種不明０６４１０

の出土動物骨に占める
/Mag面ｂﾑｿﾞ石ｍａｌ３８２４１

割合は68.82％である。
Ｃｾｨﾉｾﾞｩｒｌｌｌ３

買湖遺跡第１期から第
Ｃｾﾉﾉ〃た力ZｿiｙｓＯ１０１

３期の魚骨出士数はすCyprininaeコイ亜科９０７２５８１８９６
べての動物遣存体のなGal司ssijsフナ属３２１４２８

かで、第１期：69.16％、Ｃ)pnm'ｓコイ属８７７０４７７８６８

第２期：62.80％､第３期：合計１３０８８６１１２１１２８

76.03％の比率である。

魚骨の数量はほかの動

物遺存体よりも増えて

いった｡咽頭歯の総数は

1,171点で、コイ属ｑ'‐

pzZmJsとフナ属

Chz9assmsからなるコイ

亜科Cyprininaeが最も

!…ｊ“'…

蝋〃`鐵襲;ji鱈
鱸“…衝'】,､g…

鱸〃…"勧,w…b,，
鍵ｃｕｌ１ｒ…

■…､鑑

図２第１期から第３期における咽頭骨（歯）遺存体の構成多く、ソウギョ属

CZenqPhazJ'ｎｇＭｍとアオウオ属jMDzﾉqPhaUmgDdbnからなるウグイ亜科Leuciscinaeが次いで多い。その他に

メガロブラーマ属｣M白gHjb6z9amaなどからなるクルター亜科Cultrinae､バルブス亜科Barbinaeが続く（表4)。

文化層毎の構成比を図2に示す。図2からわるようにコイ属の占める割合が非常に大きく、この中には幼魚の
咽頭歯が多数含まれている。

また、魚骨の数量は哺乳類の3倍にもなる。魚類遺存体と哺乳類遣存体を出土総数で比較すると、数量では

魚類が優勢となる。魚骨は頭骨等の癒合が弱く、骨格が分解しやすいことから、魚骨の数量が多いことが誇

張されやすい点は注意すべきである。食肉の供給量では、中型哺乳類一頭は中型魚類の何倍にもなる。しか

し、魚類の脊椎骨が大量に出土していることは、客観的にも魚骨の数量が優勢であると言える。



9000年前の漁携民 １７

大量の魚骨の出土は、当時の魚類の消費が相当な量であったことを証明している。そして、同時に対象魚

の漁携活動も相当に活発であったことも示している。こうしたことから、實湖遺跡において、漁携が顕著な
経済活動のひとつであったと強調できる。，

ｂ爬虫類

爬虫類の出土数は多いが、種類は少なく、カメ、スッポンとヨウスコウワニの３種類だけである。

カメとスッポンは非常に多く、出土状況とその保存状態から次の２つに分類することができる。一つは、

墓から出±し、多くは背甲と腹甲、あるいは腹甲のみのものである。そのうち、背甲と腹甲は背腹がすでに

分離しているが、復元すると上下が組み合わさり、もともと－個体であったことを示している。このような

資料が２０数点出土した。腹甲のみのものは、腹甲は完形かほぼ完形のもので、背甲は欠損しているか、ひど

く破損しているかしている。このような資料は、３０数点出土した。このほか、灰坑あるいは廃棄された住居

跡から出土した資料に多くのスッポンがある。すべて破片で食後に遺棄されたものと考えられる。これらの

カメとスッポンの甲羅から同定すると、カメ類にはセマルハコガメCuorafravmzzaZgmaZaやハナガメ０ｍ‐

CZmsmensjSと同定不能のもの、そしてスッポンneZpdjBcussmensjSが出土している。このほか、重要な捕

獲対象にヨウスコウワニAhglatDrsmensjSがある。灰坑や住居趾から１０数個体分の骨格が出土した。幼年

もあれば成年もある。骨片には人工的な二次加工の痕跡があるものもある（河南省文物考古研究所，1999)。

こうしたことは、これらの爬虫類が遺跡付近で捕獲されたもので、外から持ち込まれたものでないことを示

している。

c・軟体動物

そのほかの捕獲対象には淡水棲二枚貝、巻貝などの軟体動物がある。貝殻の出土数も多い。残念なことに、

保存状態が悪く、多くの灰坑や文化層中で腐敗し白色化して粉末状になった貝類が見られた。しかし、貝殻

を粉砕したものを混和材として混入した土器が多く出土したことは、軟体動物を捕獲することが買湖遺跡の
日常的な生産活動であったことを示している。

賢湖遺跡では、同定に耐える軟体動物が３０数体出土した。２科６属の計１４種が同定されている。淡水棲

二枚貝の内容は、イシガイ科UnionidaeのイシガイＺﾉmMmZgZasmeと未同定種、クサピイシガイ属の（江

西模蛛)、CtmeqpsZScapi虚曲､クサピガイCnneqpsZShe口deiと未同定のもの､ガマノセガイ属のＬａｍｐｍＺ[zZa
6azm人LampmtZzLamr血osaと未同定のもの,ササノハガイ属のLanceoKazmgLaC1mKa、トンガリササノハ

LanCe山mgzHyanaと未同定のもの、シジミ科のタイワンシジミCbz96mIﾉﾋIHzmzmea、さらに同定するこ

とができない大量の巻貝片も出土している。

４．漁携と社会生活

（１）漁携：寶湖の人々の重要な表５各文化期における各生産道具の統計
生業

農具狩猟具『舞陽寶湖発掘調査報告書」漁撹具

（河南省文物考古研究所，1999）土製石製骨製土製石製骨製土製石製骨製合計
では、生産道具の出土数にもとづ第１期４１２７２７５９

き、経済構造について分析を行つ第２期３９２１５１９９６８１３４２

ている。分析結果から見ると、生第３期１１８１３１１４９２２１９２２３

産道具は大きく３つ分けている。＿合計０１６１５２７２７５２８０１２７６２４

そのうち、農具が162点あり、全

体の25.4％を占める。狩猟具は315点あり、同じく49.5％、漁携具は160点あり、同じく25.1％を占める（表

１，表2を参照）。３期を通して生産方法ごとの生産道具を比較検討することで、それぞれの文化期の経済構造
の状況と変化の傾向をより有効に観察することができる。

表5および図３を見ると、農具の比率は小さい。出士数が比較的多い例えば石斧や石製の磨盤、磨棒などを

木工用道具や加工具として統計をとったために、もしこれらを農具類に入れるとすると、農具の比率はさら
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に高くなるかもしれな

い。また、竹製や木製の

道具は日常的な生産道

具や生活道具でもあり、

もしこれらの道具を含

めると、農具の比率はさ

らに高くなると思われ

る。出土数から見ると、

鱸鰄

i二１Ｊ狩猟輿

■漁繊

~。」。田ヨーラ囮足グヅーワーノン四一。ノー、

図３第１期から第３期における各生産道具の比率。来菌ほか（2009）より
狩猟具と漁携具はかな

り出土しており、第１期では狩猟と漁携の地位はほぼ同等であったと思われるが、第２期では、狩猟具の出土

数は漁携具の２倍になり、農具の出土数の５倍以上となる。狩猟は主要な生業であり、その地位すでに無視

できないものとなっていた。實湖遺跡では数次の発掘調査において、大量の動物遺存体が出土しており、哺

乳類、鳥類、爬虫類、魚類などが同定されている。豊富な動物資源は狩猟や漁携のために有利な条件を提供

したのである。第３期になると、狩猟具の出土数はだいたい第２期の3分の1、漁携具の出土数は第２期の2分の

１，農具の出土数は第２期の3倍になる。この比率の変化の傾向は、第１期から第３期の各生産道具の比率に明瞭

にあらわれている。各種道具を時期ごとに比較すると、狩猟具の比率は第１期と第２期では増加傾向にあり、

第３期では減少する。漁携具の比率は第１期では比較的高い比率を占め、第２期と第３期には減少傾向にある。

ただ農具の出土数はずっと増加傾向にある。道具の種類と出土数の変化から、人々の狩猟と漁携への依存は

すでに前期や中期ほど高くなく、徐々に農業と家畜飼育へと移行していったのである。

以上に述べたことをまとめると、第１期から第３期から出土した生産道具は、第１期、第２期が狩猟と漁

携が主で、農業が補助的な経済類型を示し、第３期になると、農業は相応に発展し、狩猟や漁携を越える比

率にまでなる。生産道具の総量、動物遺存体、植物遺存体の総合的分析の結果からすると、實湖遺跡は、採

集、狩猟が主で、農業と家畜飼育が補助的な広範囲経済であった。しかし、農業経済の比率は徐々に増加し

たのである。これからすると、漁携は寶湖の人々の重要な生業の一つであったと言える。

第７次発掘調査において、３か所で同時期の墓地が発見されている。そのうち２か所では主に漁携具が副

葬され、もう－か所では主に農具が副葬されていた。この現状は当時の経済構造、社会分業などを研究する

のに重要な示唆を提供し、遺跡後期に複数の社会単位が異なる生業形態であったことを示している。

各動物遺存体の出士数と比率を比較すると、動物性食物はおもに漁携活動に依存していたことが分かる。

家畜飼育は補助的な手段にすぎず､飼育活動はすべての動物性食物の獲得においては二次的な位置であった。

このほか、貝類や爬虫類の捕獲、哺乳動物の狩猟活動も盛んであり、そのなかでもカメ、スッポンは高い比

率を示している。また、特殊な遺構に埋納されているものもあった。カメ、スッポンが寳湖遺跡の経済活動

において、重要な役割を果たしていたのである。

（２）寶湖遺跡の人々にとっての亀文化

買湖遺跡では相当数のカメとスッポンが出土した。カメやスッポンの甲羅などは、廃棄物とされる遺物に

は多く含まれ、また多くの灰坑や文化層中でも見られた。これだけでなく、食後の残った甲羅を加工して、

原始宗教の道具にしたのである。墓中の副葬品には、カメの甲羅に石を入れて、甲羅の表面に符号を刻んだ

ものがある。買湖遺跡では、亀文化が形成されたと考えられる。こうした文化現象は、長期的なカメの捕獲

と食用、そして亀崇拝の活動の結果、徐々に形成されたのである。漁携は實湖の人々の心のなかに神聖な地

位を有したのだろう。

寶湖遺跡の社会共同体の構造については、現在まだ解明されていないが、寶湖社会の信仰は自然環境と生

業とに密接に関係する。規則的に埋葬された大量のカメは亀崇拝の存在を表し、その信仰はトーテミズム的

な崇拝の段階にあったとされる（舐，2007)。これはカメと人々の生活が密接であっただけに、長い関係のう

えにようやく可能になったのである。長期的にカメを食し、カメを利用し、カメを崇拝したことで、亀甲模

刻文字が生み出された。大量に副葬された雛や銘などの狩猟具や漁携具は、環境に適応した生業であること

を直接反映している。寶湖遺跡の最も特色ある亀甲文化と鳥笛文化は、数千年の中国史のなかで、その基礎

的な役割を担ったのである。これらは實湖遺跡周囲の特定の自然環境と関係があり、特色ある思想文化は寶

湖遺跡の人々が自然環境に順応し利用する過程であった。
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５おわりに

寶湖遺跡の漁携についてまとめると、以下のように言うことができよう。

１．漁携の規模はすでに大きく、生業経済に重要な地位を占めていた。

２．漁携方法は、主に銘による漁携で、第二期に漁網錘が出現する。網漁携という効率の良い漁携方法は

後世に出現した新しい方法で、その後、徐々に増加していった。

３．漁携具は主に骨製の銘である。土製の漁網錘は少なく、すべて鼎形土器の脚部を転用したものを用い

ている。

４捕獲対象は主に魚類で、次いで軟体動物や爬虫類である。

５．漁携と精神生活との関係は密接である。

寶湖遺跡の人々は９０００年前の漁携民として、樵携を発展させただけでなく、漁携文化をうみだした。實湖

集落の恵まれた気候と自然環境は、こうした漁携とその文化にとりわけ恵まれた自然条件を提供したのであ

る。漁携経済が経済全体において占める割合は、寶湖文化後期になってある程度下降するが、漁携はひきつ
づき重要な役割を担っていた。漁携経済は、亀崇拝を出現させることになり、この文化現象は周囲の地域に

重大な影響を与えることになる。賢湖文化の創始者は優秀な漁携民、狩猟民、工芸民、中国最初の農民、そし

て優秀な音楽家でもあった。
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